
 ８月３日の体験セミナーは、たく

さんの中学生に参加していただき

感謝しています。半日でしたが、

加悦谷高校の魅力を感じていた

だけたのではないかと思っていま

す。 

 先日、現中学校３年生が受検す

る公立高校の募集定員が公表さ

れ、加悦谷高校の募集定員は「90

名」となりました。現高校１年生が

120名ですから、これまで以上に

小規模な学校になります。ただ来

年度、各高校の普通科１年生の１

学級当たりの生徒数（推定）を比

較すると、加悦谷高校：30名、網

野高校：30名、宮津高校：35名、

峰山高校：40名となりますので、

加悦谷高校は、これまで以上にそ

して最もきめ細かく丁寧な学習が

できるということです。 

 加悦谷高校は、「一人一人の可

能性を伸ばす」、「ハイレベルな文

武両道」を教育方針として教育を

展開しています。学校行事や部活

動も充実しており、学校全体が活

気にあふれています。 

 中学生の中には、加悦谷高校

の特色がぴったり合うという人が

たくさんいると思います。ぜひ、加

悦谷高校を志願してください。 

        校長 南部 正治  
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■  今夏、全国で活躍しました！    

 ７月末から８月に行われた、全国高校総体などの全国大会に本校生徒

が出場し、入賞は逃しましたが、大健闘しました。  
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■  平成２８年度  加悦高体験セミナー    

 ８月３日（水）に「加悦高体験セミナー」を実施しました。２５０名の中学生

と保護者の方々に参加して頂きました。吹奏楽部・合唱部のオープニング

セレモニーに続き、生徒による学校紹介、生活発表を行いました。その後、

体験授業、体験入部、部活動見学を行いました。「部活も授業も含めて学

校の雰囲気がとても良く、今までより更に改めて入学したいと思いました。」

「授業わかりやすかったのでよかったです。」「思っていたより学校の雰囲

気もよくて先輩方も優しかったのでいいところだなと思った」「加悦高にがん

ばって受かりたいと改めて思った」「加悦高めっちゃいいな・・・と思った」な

ど多くの感想を頂きました。半日ではありましたが中学生のみなさんに加

悦谷高校の様子を肌で感じて頂きました。 

■ 全国高等学校総合体育大会・ウエイトリフティング競技 

  ８月４日(木)～９日(火)   笠岡市体育館     

  ・105kg級  片山  裕貴 ３年（加悦中）が出場しました。   

■ 第４０回全国高等学校総合文化祭 書道の部  

  ７月３０日（土）～８月３日（水） 広島県立広島産業会館 

  ・古井ほのか ２年 （江陽中） が出展しました。   

■ 全国高等学校女子ウエイトリフティング選手権大会 

  ７月１６日(土)～１８日(月) 九州国際大学    

  ・６３kg級   糸井 夕奈  １年 （江陽中）     

  ・６９kg級   倉田 実柚  ２年 （江陽中）が出場しました。    

体験授業「英語」         

１０５kg級 片山君         

体験授業「書道」         

部活動体験の様子         

全体会でのオープニング        

体験授業「家庭」         



Web サイトもご覧ください 

http://www.kyoto-

be.ne.jp/kayadani-hs/ 

京都府与謝郡与謝野町字三河内810 

電話 : 0772-42-2171 

FAX:  0772-42-2172 

電子メール :  

    kayadani-hs@kyoto-be.ne.jp 

京都府立加悦谷高等学校 

 「一人一人の可能性を 

            伸ばす」 

■ 真剣で真の教育 

■ 信頼関係にもとづく教育  

■ 伸ばす教育 

■  企業・学校見学会（２年）   

 京都フロンティア校の取組みの一環として、地域でのボランティア活動や地域の

小学校での教育支援ボランティアなどを行っています。今年度も夏休みを利用し

て、様々な施設や学校でボランティア活動を行いました。約１００名（のべ）の生徒が

ボランティアで活躍しました。また、合唱部・茶道部合同で、近隣の高齢者福祉施設

でのボランティアを行いました。 

 PTA主催の染色教室を７月６日（水）・７日（木）に行いました。今年で

２３回目となるこの伝統行事に生徒や保護者が参加し、オリジナルT

シャツを製作しました。バレーボール部、吹奏楽部などのクラブや学校

祭の各ブロック、PTAの方々が与謝野町染色センターの増田通正さん

に指導を受けTシャツを染色しました。あらかじめ作った型紙をTシャツ

にあて、その上から木のへらで顔料を塗り、Tシャツを染めていきまし

た。 出来上がったTシャツは体育祭の応援や部活動で使用します。

生徒達はオリジナルTシャツを着るのを楽しみにしています。 

■  吹奏楽部  第36回定期演奏会を開催しました。  

浴衣姿での発表          

オリジナルTシャツの製作          

■  「民話等語り部事業」で活躍。   

 「民話等語り部事業」が７月３０日（土）に宮津市国分の府立丹後

郷土資料館で行われました。本校からは、３年生の３名が参加し、

与謝野町にある旧尾藤家とちりめん街道について、自分たちで調

べたことをもとにパワーポイントを用いて発表し、参加者から好評を

得ることが出来ました。是非、小学校での郷土学習などに利用して

ください。 

 ８月１１日（木）に「野田川わーくぱる」にて、今年で３６回目となる定期

演奏会を開催しました。Ⅰ部はシンフォニック・ステージと題してコンクー

ルでの曲目など、Ⅱ部はOB・OGの方々との合同演奏、Ⅲ部は企画ス

テージ、Ⅳ部はポップス・ステージとして様々な曲目を演奏しました。 

 特に今年のⅢ部は“SPARKLE”（きらめき）をテーマに、ゲストとして

野球部・合唱部を迎えて、趣向を凝らした内容となりました。 

 校内外を問わず多方面からの支援をいただき無事開催できました。

ありがとうございました。 

■  今夏、地域で活躍しました！  ボランティアに約１００名が参加！   

 ７月７日（木）、２年生を対象とした企業・学校見学会を

実施しました。就職希望者は、宮津市の飯尾醸造と京丹

後市の日進製作所を見学しました。専門学校希望者は、

京都市内の専門学校２校を見学、体験授業や在校生の

話を聞きました。大学進学希望者は、立命館大学びわ

こ・くさつキャンパスを見学、学食で昼食をとり、学生ボランティアによるキャン

パスツアーに参加しました。２年生のこの時期に進路を考えるよいきっかけと

なりました。 


